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厚木基地における米空母艦載機の夜間連続離着陸訓練による航空機

騒音の解消等に関する要請 
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厚木基地周辺においては、長年にわたり航空機騒音が生じており、

特に、昭和57年２月からは、厚木基地において空母艦載機着陸訓練が

実施されるようになり、騒音被害が激化してきました。 

このような状況を踏まえ、昭和63年８月に当協議会を設立し、空母

艦載機による騒音被害の解消を目指し、精力的に取り組んできたとこ

ろです。 

その結果、これまでに、硫黄島における代替訓練施設の整備、デモ

ンストレーションフライトの廃止といった騒音軽減策が図られ、そし

て、平成30年、ついに空母艦載機移駐が実現しました。 

移駐完了から２年が経過し、厚木基地周辺の騒音状況には明らかな

変化が見られており、航空機騒音に長年苦しんできた厚木基地周辺住

民の皆様が、ようやく静かな環境で安心して暮らせるようになるもの

と期待しています。 

 一方で、移駐後も厚木基地にはジェット戦闘機が飛来するなど、騒

音が発生しています。 

 また、恒常的訓練施設についても、いまだ整備の見通しの詳細は示

されておらず、今後も空母艦載機着陸訓練の際には厚木基地が予備基

地に指定されうるとされています。よって今後も重大な騒音被害が発

生する懸念は完全には払しょくされていません。 

 そこで、当協議会としては、空母艦載機移駐後の厚木基地周辺住民

の負担軽減を確実なものとするため、特に次のことを実施するよう要

請いたします。 

また、文書にてご回答くださいますよう併せてお願いいたします。 
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１ 空母艦載機着陸訓練を硫黄島で全面実施すること 

貴職におかれては、人口密集地にある厚木基地周辺住民が被って

きた深刻な騒音被害を深く認識され、全ての空母艦載機着陸訓練を

硫黄島で実施し、決して厚木基地において実施しないよう要請しま

す。 

そのために、硫黄島での訓練にあたっての十分な予備日の設定等、

運用についての積極的な調整を米側と行うとともに、国が実施して

いる支援態勢の一層の拡充に努めることなどにより、予備施設での

着陸訓練が必要ないような体制を整えることを要請します。 
 

 

２ 恒常的訓練施設を確保すること 

    空母艦載機着陸訓練の恒常的訓練施設については、貴職の責任

において早急に確保するとともに、その見通しや施設確保後の運

用等について詳細な情報を適時提供するよう要請します。 

 

３ 厚木基地の運用、騒音状況等についての情報提供を行うこと 

   空母艦載機移駐後の基地負担軽減を確実なものとし、長年にわ

たり基地負担を負ってきた厚木基地周辺住民が移駐の成果を実感

するためには、的確な情報提供が必要です。 

そのために、貴職におかれては、次のことに取り組むよう要請し 

ます。 

  

（１）  厚木基地の運用の現状及び今後の見通しについて、米側と

必要な協議を行ったうえで、関係自治体に対して情報を提供

するとともに、住民に対して十分な説明を行うこと 

 

（２）  厚木基地周辺における騒音状況について、国の責任におい

て検証を行い関係自治体に対して定期的に情報を提供すると

ともに、住民に対して十分な説明を行うこと 

 

（３）  空母艦載機着陸訓練に限らず、激しい騒音の発生が予想さ

れる空母艦載機の飛行が万が一にもある場合には、速やかに

関係自治体に対して情報を提供するとともに、住民に対して

十分な説明を行うこと 


